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油溝日蝕紀行（2）
井　　本
　9」弓19臼（金）
　一夜は明けた．内地の1島は覗界より無し去り，一望水天の大海原だ．明後日
に迫った天氣が少し氣になり出した．ブリッジに行き，天氣豫報の入電を見る．
海南島沖に獲達して來た754粍の濡話壁が最も注意すべきものだ・
　此の一日は太陽高度を測定し航行する爲めブリ・ジにて天測を行って居る．
高砂丸に乗り合した機會に之を見學する事が出來た．ブリ。ジのクロノメ1タ
（時計）はグリニヅチ手記時を示して居る・それで・我々が此の時計に時間を合
はす時は時差九時間を加へ，此日は誤差33秒を引くのである．（日々船の進行
により此の値は攣化する）ラヂオの時報に自分の時計を合はしては此の方法で
クplメ1タの示す時刻と突合せた．
　飯氏の御紹介で吉田長話氏に會つた。其時，同氏の筆に力隔る「榊秘め皆嚇
日蝕を見る」なる昭和！1年の北海道日蝕に涌する感想文を贈られた．」’，其際
飯氏執筆の前回日蝕の紀行：聞及新聞切抜きなどを拝見する機會を持つた．
　話は明後日に迫った日蝕観測のことにて持ち切りであった．まだ同行の人・々
が同船して居るかも知れないので，集め’て見る事になり，事務長に交渉，午後
一時孚より二等食堂に於て山本一清博士の日蝕に關する講演倉を開く事となっ
た．船内に備へ付けのうヂオにて全乗客に通知を稜した．定刻より日蝕に關す
る山本博士の講演會が始つた．舗衆民150名認り，1時三位にて終り，引豪き下
記の人々だけで打合せ會を開催した．．
　山本魯長，藤瀬教授，坂上，吉田，同令嬢，飯，渡木，井本
以上8名であった．
　議題は　一一，場所　二，機械　三，襯測プログラムの三であった．
　肝心の毫潅1に於ける交通の便が不明の爲め，至部決定する迄に至らなかった
が，大謄下記の通りである．
　1，槻測場所は基隆叉は毫北に到着の上決定すること。
　　　　宿舎は適當な國民學校を借る豫定．
　　　　朝書晩の食糧携行のこと．バナナなど用意してもよい．
2，観測機械
　　　　山本博士がクロノメ1タを携行される故，夫れを使用すること．鹿
　　　　兇島の坂上君が學’校のクロノメ1タを持参故，之れが使へれば，二斑
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　　　　に分れ，2～3里離れて襯測のことを考慮したが，由本博士が右時計を
　　　　鮎楡された結果，日蝕擬測用として不適當なること判明した．從て一一一■
　　　　同一個所に集るヒとXなった．
　　　　更に時計係を選定すること，皆既中の用意に懐中電燈を用意する～二と
　　　　など決定した．
　3，観測プログラム
　　　　1，第一燭（初庸）の時刻測定．
　　　　2，第二鰯（食既）の時刻測定．
　　　　3，皆既の始まる1分前より注意すること，皆既より前に既にコロナが
　　　　　見える．
　　　　4，べ1ザ1ビ1ズ，プロミネンス，　コロナ等を見るにはこ三十倍の
　　　　　望遠鏡が適’當なること．
　　　　5，皆既日蝕の爲眞を撮るなれば焦黒占距離がなるべく長い爲眞磯によ
　　　　　り2枚叉ぽ3枚とること，絞りはF20で1秒内外の露出が瀬瀬である
　　　　　こと．
　　　　6，窩眞よりも肉眼にて外部コロナ．内部コロナsプロミネンス，更に
　　　　　黄道光などを観ること．　　　　　、・
　　　　7，皆既中の明るさはコ・ナの光以外は眞暗闇となる．
　　　　　（急に暗くなる爲め）．地不の方は少し明く見える・．
　　　　9，シヤド1バンドは白い大きな紙叉は布を羅らに敷いて観測する．
　　　10，曙室の中に這入り，急に跳び出して來て皆既中のコ「ロナの槻測を
　　　　　することも甚だ興味ある實験が出來ること．
　　　11，第三腸（生光）及第四鯛（復圓）の時刻測定．
大艦以上の諸雪占について研究し打合せをした、
　結局，山本博士以下，藤瀬教授，坂｝T，渡木，筆者の5名が今回の槻測行に
同行すること玉なったのである．
　そして吉田氏は基隆林本源邸にて，飯氏は御仕事多忙の爲め九月2／日の日蝕
皆既の當日午前11時基隆出帆の郵船富士丸に乗って録國される豫定で，同船が
アジンコ1ト島附近を通過する際，皆既蝕観蒙のことにされた．夕刻日渡の際
山本博士はグリーン・フラッシュ（緑閃光）を見やうと云って居られたが，雲が少
し多かったNめ筆者は観望出諾すに終った．明日は御別れと云ふので，同じ船
室のもの6名打寄り，夕食にはビ1ルを汲んだ．
　憂北の佐土原一事代表取締役佐土原吉雄氏と天文に窮する談話に夜の感ける
を畳えす．12時過き就床する．
　9月20目（土）
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　今頃東天に見える黄道光を観んものと・早朝4時頃起き出でたが・生1曾曇天
にて星影すらなく・叉鋤に戻る・
　愈々上陸の朝が來た．11時砂船が基隆につくとの事である．夜が明けるに從
って，室は晴れて來て，よい朝だ．間もなく彼方の水膨線上にアジンコ1トの
島が見えて來k・
　叉ブリッジを訪れ，壁越豫報の電報を見て，’自認圖を作る．海南島にある752
粍の夕虹塵が依然氣になる・前壷は曇・2米の東北東の風であるとの朝6時の入
竃である．
　アジンコ1トの面出が見え，島が間近に見えて來た．一一・面，線につしまれた椅
麗な島であるが，，磁北氣象蔓の窪川技師外日蝕言忌の一行は此の島の何庭ら邊
りに布陣して居るのだらうか？澗もなくアジンコ1トも遠ざかって行き，叉
基隆島が現れ，次第に近づいて詣る．
　高砂丸は商船の職闘艦とも云はれる快速船で，基隆に豫定よりも早く着く霞
め，速力を抑へつ」航行して居るとの事であった．基隆港の岸壁が手に：取る様
に見えて來た。ドンヨリした天氣だつた．基隆の方には多少雲があったが，西
方富貴角の彼方に目をやると，日が照って居るのが槻晶出來た．
　新聞記者が歎名画本博士を探し出て，取園んで質問し始めた．乗客一同は下
船し始めた．新聞記者との直談が終って山本博士と下船，一先づ基隆騨の方に
向って出ることNした．
　騨頭にて皇北天艦観測同好會代表の吉村昌久氏と墓北放邊局の服部氏の出迎
へを受けた．薮で色々明日の準備を吉村氏よlp聞き，富貴角燈嘉の下まで今日
申に行く事，其の以前，一一SEづ毫北へ寄ることなど決定して，嘉北行の汽車に
着った．車中より過ぎ行く蔓薄の風物に眼を注いだ．矢張り遠くへ來たと云ふ
感じはするが，氣候も景色も阪聯間を行く場合と差程大差ない眉、ぴだ．i面出特
有の赤V・煉瓦建の家屋のみが眼を惹V・た．途中八浜から騨までトロッコで石炭
を運んで居るのが見えた．
　間もなく毫北騨に着いた．山本博士は日蝕槻測に幽する明日の：放逸の録音に
憂北放下局へ行かれた．放浪局の自動車で今日中に富貴角燈無下まで行かれる
とのtとにて，同乗する便宜を與へられた．　自分は大きいトランク1個を持っ
て居たので，非常に好都合であった．後，電話にて蓮着することを約して，山
本博士と別れ，筆者の勤務する加島の鹿北出張所を訪ねた．遠くへ來て同じ肚
の人々と遵ふのは嬉しかった．皇北騨から眞直ぐに歩いて，鐵道ホテルの横を
通り，突當りに総督府博物舘の建物を見て右にあるのが其の事務所である．柳
川主任外一同元氣で執務して居られ安心した．叢で泰，亭亭に行かれる早稻田
大門杉山助教授に會つた．店務を零丁判取し，再倉を約す．筆者は，日毒が濟
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めば直ちに上海へ行く計書をして居たので，飛行會肚に上海行の飛行機の獲着
時刻を電話で問合した庭，軍の許可が必要とのことであり，叉今まで軍人以外
便乗出來た例がなV・とのことだったので，豫定を攣更して，來る23日午前11時
出帆の同じ高砂丸で錦ることにした．
　又基隆要塞司令部金子氏に電話して，撮影許可讃を使用しないことを話し，
了解を得た．回れは許可讃に『渡墓と同時に司令部へ出頭すべし』との條項が
あった爲めである．
　藩士公烏豆に行き，吉村氏に會ひ，藪で山本博士に御目にかNる．3（，大毎
記者林，月澤戯評に會ふ．放逡局の自動車が廻される聞，公會堂の上に作られ
てあるド1ムを拝見する．五藤光學製屈折10品位の赤道儀で，なかなか立涙な
ものであった．公倉堂は昭和12年に落成したさうで，誠に近代的宏肚な大建築
である．1階に映書場があった．　自動車が來たので，山本博士，吉村氏，服部
氏，小生4人で富貴角まで長途のドライヴに出獲する．愈々淡水の町に出て，
とれからが蔓醤のローカル・カラ1の濃く現れて居る地方なのである．土が赤
「く，室が澄んで青く，其のコン1・ラストが何とも云へない回診を提供して居
る．赤い煉瓦の家々が黒眼在し，田畑には水牛が居り，小川には家鴨が群をなし
て遊んで居た。鷲鳥が道路の中央に立ち，自動車の認るのも知らぬげに，追は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セれて始めて逃げるのも楡快であった．家々の生垣には薄紫の藤の様な花が喚い
て居るのが各所で見られた．2時聞飴りたって，砂丘に出た．もう富貴角は直
ぐそこなのである．風がヒドク，砂は波立って居た．沙漠の砂と同じである．
自的地の燈毫が見えた．藪に明日に迫った日蝕皆既を見んものと，遠く内地か
ら，近くは憂北附近から集った入日が約40名も居る．着いて，直ぐ富貴角燈面
長佐田廣氏に御目にか』る．藤て，明日の観測地難を下槍澄して後，富貴角に
参集した丁々の黒表呼をとる．　そして同時に携帯の観測機械の報告を受けた．
（参集者名は略す，話語第58頁参照一編者）
　集まった人達の持ち寄った機械は左の通りであった．
　　　　　　　　　　　　　携行翻潟機械一寛表
西　村
坂　上
?????? ?
15糎爲眞反射鏡（爲眞）
7糎屈折鏡（眼観）
　　他に自記i氣堅計，通風温度計，漁度計，小型クロ
　　ノメ1タ1照度計各1，色眼鏡　スケッチ道具，
　　クレパス等
双巨艮鏡8イ吝（眼fii見）
50粍屈折鏡（眼覗）
38粍屈折鏡（眼光）
6糎屈折鏡，双眼8倍プリズム（眼覗）
49???
　??????????????
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天並屋
??????????
10庭球眞友射鏡（爲眞）
25糎屈折鏡（良品）　燈嘉にて襯測
3糎屈折鏡2豪（眼硯）
プリズム双眼鏡8倍（眼覗）
7．5糎屈折赤道儀（眼視又は爲眞）
50粍屈折爲眞鏡（爲眞）
　　他に最高最低寒暖計，バロメ1タ1（小型）
フオルタン晴雨計（i氣壁測定），寒暖計（温度測定），乾
漁計（乾灘測定）　燈豊にて観測
携行塾頭機・一覧
35粍映書望遠9下付
35粍映書アイモ望遠レ・ンズ髪備（槻測1伏況撮影）
ロτラ’イコ1ド（薙見i則ヲ潮況其他撮影）
オ1トセミ（地上の明るさを拡幅撮影）
9粍小型回書望遠レンズ装備（日蝕其他観測歌況）
キャビネ三三機21皇（日蝕）
　燈嘉事にある仁恕内にて今夜は一泊すること」なった．
　夕闇は次第に深くなり，途に夜となった．恵良は，こ」で壷北天燈槻測同好
會の人々の心意しになるキャンプ料理の饗慮に預った．食後，午後9時より同
含内にて親睦茶話會を開催する．集まるもの凡そ40名であった．之は生涯よい
思ぴ出となることであらう．
、先づ山本倉長の挨拶に始まり，次いで順次自己紹介に移る．銘々趣味の話が
出て，興味が鑑きない。、途に豫定の時間を延長する．佐田燈壼長の挨拶があ
σ，最後に筆者は此の機業に墓濁の天文遺跡，天文傅論，天文記録乃至傳記の
調査につき，一同に助力を願った震，色々と興味ある物語が獲表された．
　1．皇北市萬華の黄三桂氏宅の葛石のこと．之れは時間があれば，研究の爲
　　め訪問すること書した．
　2．蔓北市一中寮の前に，24～5年前，或夜，午後8時頃音がして星が落ちたこ
　　とを細谷氏が話された．
　3．又毫轡の某所には石に近づくと磁石の端が其：方を指す所があると云ふ．
　4．蔓陣地：方最古の市街である新荘に70年前星が落ちて火災があった，等k．
　既に10痔も過ぎ，明日の皆既日蝕を控へて居るので，解散．一同寝に就く．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キコ天無が氣になって眠れない．時々燈憂の下に出て，室を眺めた。天頂には木星
やシリウスが互に光輝を競って居るかの如くに燦然として見られた．然し，天
頂以外は齪雲の包田下にあった．風は卜い．誰かfカノープスが見えたと云っ
て來た．叉眠に就く。（つゴく）
